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　　　　日本人骨粗鬆症患者の脊椎圧迫骨折に対する，
　　　　balloon kyphoplastyの有効性
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　【はじめに】脊椎圧迫骨折は骨粗鬆症患者における最も問題となる症状の一つである。それ由来
の痛みを解決することは，脊椎圧迫骨折の治療においての主眼である。近年諸外国で行われている
balloon kyphoplasty（BKP）は疼痛が遷延する脊椎圧迫骨折に対する低侵襲のセメント注入療法
である。しかしながら本邦におけるBKPの有用性に関する英語原著による報告は無い。本研究の
目的は，日本人骨粗鬆症患者の脊椎圧迫骨折に対する，balloon kyphoplastyの有効性について検
討する事である。
　【対象】骨粗鬆症由来の脊椎圧迫骨折を呈した 5症例を対象とした。骨折高位は第12胸椎 1症例，
第 1腰椎 4症例であった。 3か月以上の保存療法に抵抗して痛みを呈しており，これら 5症例に全
身麻酔下，BKPを施行した。
　【結果】全ての症例に関して，術前に比較して，術後12か月間に亘り有効な除痛が得られていた
（P＜0.05）。また，亀背の程度も，術直後から改善し，12か月間に亘り維持されていた（P＜0.05）。
しかしながら， 1症例において術 4か月後に上位隣接椎体の骨折が生じ，同部位にBKPを追加し
た。
　【考察】日本人骨粗鬆症患者の脊椎圧迫骨折に対する，balloon kyphoplastyの有効性について検
討した結果，12か月間に亘り，除痛，亀背の改善に有用であった。しかしながら，隣接椎体の骨折
もあり，その点も留意すべきであると考えられた。
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